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弘前病院の理念
わたしたちは、医の倫理と病院としての使命に基づき患者さまの生命と人権を尊重し

良質かつ遺切な医療を提供するため、最書の努力をします

ア
‐

‐

‐

独立行政法人日立病院機構本部

当院に到着後 碑 況書等により当院の状況を説明

し 幹 部軸員との意見交換が行われました

意見交換の中では 特 に 現 在当院が進めている

よU域 医療連損室の活動状況や 一 般病棟建笛にlfる

施設構想 言 語職員の充足状況 看 護学生の進踏寺

について話し台いが行われました.

その後 病 棟建畜予定すUと なつている南病棟 機

能目‖練棟を中心に 原 子力安全対策棟 看 護学校な

どを視察されました。

当院での用務か終百した後は 311前大学医学部に

向かわれました、

松 原 医 務 担 当 理 事 来 院
2月 8日 (水 )の

年前Epに 独 立行政

法人□立病院機構本

部松原医務担当理事

が筒tl看覆企画係長

を伴い当院を視察さ

れました。

“
地域医療連携室

"が
本格始動 !

当院の 「地域医療連携室』では、連境業務を2月

13日から本格的に開始しました。

他の医庫機関から紹介憲吉様の新憲予約を FAX

て受付けします。

当院の各診療科と日時の調整を行い 紹 介憲言lT

のカルテを事前に作成し ス ムーズに受診していた

だけるように準備いたします。

また 受 診後の遅l_や紹介履歴の登録管理も行い

ます。

更に 地 域医療連携室では 平 成17年 4月 から

憲吉様の相談を受け付けておl‐ 憲 吉様に安bし て

治庫を受けていただけるようにMSW(医 療社会事

当院では、2月 11日 (■)12日 (日)の 両

日に、院内に ある1521回の 「誘導灯jの うち

主要部分の241回について交換しました。

交換 した241□の誘導灯は 主 に1977年 製

(20W蛍 光灯2本 )の もので 30年 経過のた

め焼き付けによる汚れや破掲等があり 1司よ

りも表示が見難く目立ちませんてした。

業専門員)が 京iい

しています。炉」え

ば 福 祉術」度の利

用 手 続きの 情報

提供 医 療費支払

いの相談 転 院

施設入所 退 院後

の僚養生活 サ ービス等の情報提供 告 関係機関と

の連絡 調 整を行つています.

今後とも地域医療連境室をご利用いただきますよ

うよろしくお願いいたします。

lu明医療連携係主任 山 内 佳 子

誘導灯 (非常田)カモ請しくなりました !
一コンパクトで省エネにも一

( 0 )                 (新 )

新しい 「誘導灯」(20W)は  小 さいながらも明るく目立つタイプで 節 電効果もあります。

今後もヨき続き 経 費節減対策について推進して行きます。
業務H長  遠 藤 洋 一



日本の女性の

平均寿命は, や

世界一の長寿と

なつてお り、未

だかつてない高

飾化現象を呈 し

ています。これ

末婚率は、1960年以後漸増し、1995年 には5%を 超

えています。更に結婚 しても結婚年齢の上昇傾向が

みられます。これらの影響から出産の高齢化がすす

んています。

高齢妊娠の増〕0は、流早産の増〕0や合併症の増〕0

が起こりやすいてす。その結果、重症妊娠中毒症や

異常妊娠 ハ イリスク妊娠が増〕0し、母体の健康を

障害して中高年期の健康の障害にヨき続く可能性が

高くなります。

少産 少 子化の知られざる背景に、女性の健康に

及ぼす影讐があります。例えば、経産回数 第 一子

出産年飾の高齢化などがヨし癌、子宮内膜癌 卵 実癌

などの悪性腫瘍の発生リスクを高めることになりま

す。また、子宮内膜症や子宮筋腫などのリスクも妊娠

出産を経験しないことにより増大します。これらの

疾患は少産 /」/1子に随伴する生活様式の変化によつ

ても影響を受けますが、女性の出産、授ヨし歴などが

直接明らかな関連を有することが明らかになつてい

ます。

少産 少 子化は 成 熟した社会においては避け得

ない現象であると考えられますが、日本のり子化は

顕著と言えます。少産 り 子は人□構成の変化のみ

ならず女性のライフスタイルの変化によるところが

大きいと言えます。

産婦人科医長  佐 藤 書 夫

自体は医学の進歩がこのような形で現れたものとい

えます。しかし、高師化に付随する重大な社会現象

として少産 少 子化が急速に進行しています。これ

まで/」pl子化のもたらす影響は、社会経済的には多く

の機会て伝えられていますが、医学的にも新たな問

題を提出しています。

出生数は、ベピーブーム時代 (昭和22～24年)に

は毎年240万 人が誕生しましたが、平成17年には

106万7000人 (推計)に まで低下しています。生殖

可能年齢にある女性一人当たりの出生数 (合計特殊

出生率 :人口を維持するためには207以 上が必要と

される。)も 合計出生数と並行して低下し、昭牙024年

には432で あったものが平成17年には126(推 計)

となっています。これは海外の先進国と比較しても

最も低い数字となつています。

少子化の原因の一つは、生殖年齢層にある女性の

相対的 絶 対的低下があげられます。二つ目には、

女性の末娼率が増お0していることです。女性の生涯

立言とは名ばかりて、まだまだ寒さが続きます。

ウォームビズで外から温めて目冴B予防をされてい

る方も多いと思われますが こ こは身近な栄壼素て

予防してみてはいかがでしょうか。

すばり、
“
ビタミンC″ が有効的です。同邪のウ

イルスを整退する免疫能力を向上させる栄養素です。

これ以外にビタミンCの 効果は、「シミやそばかす防

止」 「ストレスからのダメージを受けづらくするJ、

「悪玉コレステロールを排泄する働きJへ「毛細血管の

抵 抗性 を増 強」 「肝臓の 解毒作用 を向上 J

と数多くの勧さがありますb

しかし、ビタミンCは 、料理による損失が半分以

上と大きく、作つた後も少しずつ潮っていきます。

また、ビタミンCは 水溶性のため必要 (1 00mg/日!

食事損取基準)以 上に損つても尿中に排泄されます

ので毎日こつこつと摂った方が良いてしょう。

ては、お待たせいたしました本日の紹介する食物

は
″
りんご

"で
す。

こ存じのように、りんをは青森県の特産品てす。

年間の生産曇は全国1位で約407千万トン、2位は 長

野県て約1 0 5 千万 トンとなつています。また、

消費曇は1人当たり年間 (西暦2000年)て 日本は 約

5kg Euて 約1 7rg 最も多いトルコで約35燈 と

なっています。

ところて、なぜ日本の消費昌が少ないのでしよう

か。それは ヨ ーロッパては0000年 前から栽お

の歴史を持ち、りんをは生て食べるよりは料理や飲

み物、お豪子等多種多様に食ぺられているからです。

しかし 日 本ては、その歴史は浅く西暦900年頃

(平安時代)に 中国から渡来しましたが、今日のよう

なりんをは約130年前位からです。そして、空で農

べられる味に重点をおいて改良されたため、樹理等

に利用されることが少ないからと言われています。
Ⅲ
りんご

″
は、他の果物と比ベ ビ タミンCヘカリ

ウム、力)レシウム、食物繊維等が多く含まれています。

その効能は 高 血圧の予防、コレステロールの低下、

便秘解消、疲労回復、肩こりや腰痛予防等があげら

れています。カロリーは11回で約160カロリー (コン

ピニのおにざり11回、階段の上り下り30分と同じ)

と1個当たりとしては低カロ

リーです。

当院の食事の
"り

んご
″

(写

真参照)は 、食ぺやすいよう

に1/4カ ットで表面を変色防

止〕0工したものを購入してい

ます。爽やかな酸昧と食感を

楽しんてみてはいかがですか。

栄褒管理室長 伊 藤 裕 美



鉢熱聯欄―懸
◆外来医師診療一覧表 (H18年2月1日現在)

移療科 月 火 水 木 豊

科内 人 見 僧 康 小 沢 ― 浩 人 見 博 康 小 沢 ― 浩 小 沢 ― 浩

呼 吸 器 科 山 本 勝 丸 中 川  英  之 中 川  英  之 山 本 勝 丸 中 川  英  之

消 化 器 科 信

元

年藤

谷

一佐
　
〓
ロ

信

元

年藤

畑

佐

中

信

元

彦

進

印

年
　
　
和

藤

谷

本

田
藤

佐

吉

杉

神

俺

一死
刃

畑

谷

中

皓

信

元

年藤

畑

佐

中

J  ヽ児  科
杉 本  和  彦

野 村  由 美子

(佐 藤   啓 )

子

史

美由

泰

村

藤

野

遠

進

史泰

田

藤

神

遠

科外
払
狙
　
宮完

祐中

村

山

木

郎

也

寛

卓

克

勝諦車一帥諦
佐々木 資 成

田 中    大

諭

伸
一

山

中

横

山

樹

郎

昌

克

山

橋

横

高

盛 形 外 科

午
前

寛

成

嗣

資

洋

崎

木

江

々

柿

佐

近

成

佐

資

周

木

鹿
々佐

大

午
後 / /

木

鳴

闇

/ 柿 崎    寛

/脳神経外科 / / /

皮 膚 科

午
前

美

淳

博海

山

鳴

間

美

淳

博海

山

鳴

間

美

淳

博海

山

鳴

問

美

淳

博海

山

鳴

間

午
後
一

お
″
弘安

山

本

間

橋

/ 鳴 海 博 美 / 間 山    淳

海 尿 議 科 橋 本 安 弘 橋 本 安 弘 橋 本 安 弘 橋 本 安 弘

産 婦 人 科
美

子希

麻

亜

鏑

西

真

富

夫

子希

春

亜

藤

西

佐

葛

美

子希

麻

亜

鍋

西

真

葛

夫

美

春

麻

藤

鍋

佐

百
本

診検婦妊●

科察
午
前 蒔 苗  順  義 蒔 苗  順  義 田 中    洋 蒔 苗 順 義 1 回 中   洋

蒔 苗  ‖慣 義 / / 蒔 苗 順 義 ‐  /

耳R瑠 暇科
子

央

△”
衛

田

部

黒

阿

子

央

令

筒

田

部

黒

阿
● 手    術

佐々木 幸  雄

子

央

〈
つ
　
谷
日

田

部

黒

阿

子

央

△
コ
　公□一

田

部

黒

阿

放 射 線 科

診
断 佐々木 幸  雄

‐
佐々木 幸  雄 佐々木 幸  雄 佐々木 幸  雄

払力
に原

/ 阿 部  由  直

(午後)
/ / /

麻 酔 科 ● 手    術
子

明

輸澤

藤

吉
向
工

● 手    術
子

明

輛澤

藤

≡向
エ

● 手    術

※学会 出 張などにより担当医師が首わる場合があります。

曽さん 当 院の
"医

事雲
″

をご紹介いたします。

職員3名 と受付等のスタッフ33もの総勢36名で

医事業務を行つています。

主な業務としては 受 付けや案内 診療費の算定

請求 医 事柄計資料の作成等です。

憲書様が病院に来て 先 ず最初に職員に接すると

ころが医事室です。そこでの憲者様の印象が病院の

印象ということになります。真に病院の顔とも言う

べきてしょう。

そのため 医 事室の職員 ス タッフー同は 医 事

室のモットーである 「いつも明るく元気な笑顔 !』

をい掛けています。

また、憲者様が安bし て診療が受けられるように、

いつても患者榛の目緑て物事を考え、患吉様に愛さ

れる病院作りに取り組んています。

今後ともよろしくお願いいた します。

医事専門聡 〕B藤ヨ代忘



あヨで為しむ ― 必1前城1品期抱きつリー

1977年 〈昭和52年)か ら開催され 今 や 「み

ちのく五大雪まつり」の一つとなつた 「弘前城雪灯

龍まつり」。今年も2月 9日 (木)か ら12日 (日)

までの4日間開催され、弘前公園には幻想的な雪昇

色が広がりました。

日中は、メイン会場の四の丸てコンサート等が行

われ、大型滑り台やシャンシャン馬ソリで子供達も

大喜び。夜になると、約160基の雪灯籠や、蓮池

周辺の300基にも及ぶミニカマクラすべてに灯が

入り、国内の雰日気は一変します。ライトアップさ

れた雪像 日日東奥義塾外人数師能Jは勿論のことで

すが 本丸から臨むことのできるミニカマクラ群の

実しさには、思わず溜息が出るほどです。

み雪て楽しむ。来年も 「寒いから」と敬遠せず、ぜ

ひ参〕0したいと感じました。

庶務係 工 藤 真 淑

のコミュニケーション等に戸惑いたくさん悩むこ

ともありましたが そ れが解決されたときや、実際

に憲者様と関わつたことで理解できたことは、充実

感と自信とさらなる書護eDへの憧れとなりました。

来年はほとんどの人が実際に国家資格を持ち 責

任ある書護師として働きます。この学校て学んだこ

とを生かして行こうと思います。

今はまず着護師国家記鹸と向かい合わなくては

なりません。今年も国家詞験100%合 格を目指し

みんなて対策を話しながら弱点を亮服し 頑 張つて

います。実習指導して下さつた医療者の皆様、教員

方 ま た実際に事例として勉強させていただいた憲

者様、本当にありがとうこさいました。

を直学校 51回 生 3年  柴 谷 書 香

白雪の か さむ音 きに 行 が折 れ

スノー ダンプ 年 ごと小型 千 告増

雪の空 み んなでわいわい あ そぶんだ

(縄口 久 見)

(後期高番若)

(El洋 牟 郊)

※ 掲載した作品は、広報誌編集委員会で選出したものです
■,………… ……

事鋼のD剃 らせ 儡難助

◆ 当 院では、広報麟 「まほろば」に拍働する
｀
川柳

″
を墓集しています。応墓される方は、縄え付け

の箱に入れて下さい。

◆ 玄 関と州来管理棟2階 の二か所に生花を師つており、この生花を生けて下さる日員を要集していま

す。詳細は、営理擦使まで問い合わせ願います。

，
ヽ

―
ノ

寒さ厳しく雪の多い北

国だからこそ、雪に親し

乳勘を穏兄て

11月25日 着 護

学校生活における3

週間×10クールに

も及ぶ実習が終了し

ました。

2年 生の後半から

始まった各着護事実

習ては、各分野 各

発達段階 各 健康障害にある憲者様をそれぞれ受け

持たせていただき、疾憲や着護の内容だけてなくそ

の憲者様の特徴を踏まえた着設計画を導き出し、そ

の患者様に合った着護を提供することを実践で学

びます。

実習ては知識不足、憲者様との関わり、指導者と

「
…………

1…
……

:!
…………………

■

″11   オ揚レ 《今月の作品)

発行元の 煽E物詞妨糖期説西虎移動房
″′′θsa々′A/ar′o,9′ ″。sβ′rョ′

責任者 副 院長 佐 醸 年 信

干006-8545   弘 前市大字宮野町 1番地

TEL01 72‐32‐431l FAX0172‐ 33‐8614

ホームベージ htp7/www hosp目0'p/httOSak7
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